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株
主
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
社
の
経

営
に
ご
理
解
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

第
一
三
共
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
方
向
性

は
、
今
後
数
十
年
に
わ
た
る
事
業
環
境
を

見
据
え
、
医
療
と
健
康
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
課
題
に
対
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
有
効

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
出
発
点
に
、
当
社
は
今
年
度
よ
り
第

3
期
中
期
経
営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

今
上
半
期（
２
０
１
３
年
4
月
～
9
月
）に

お
い
て
は
、
次
代
の
主
力
品
で
あ
る
抗
血
小

板
剤
プ
ラ
ス
グ
レ
ル
、
抗
凝
固
剤
エ
ド
キ
サ

バ
ン
の
開
発
進
展
や
、
日
本
国
内
で
近
年

発
売
し
た
新
製
品
群
の
市
場
浸
透
、
高
血

圧
症
治
療
剤
オ
ル
メ
サ
ル
タ
ン
の
維
持
拡

大
な
ど
、
数
々
の
進
展
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
方
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
は
本
年
9
月
、
新
た
に
モ
ハ
リ
工
場
が

米
国
食
品
医
薬
品
局（F

DA

）よ
り
米
国
へ

の
輸
入
禁
止
措
置
を
受
け
ま
し
た
。
パ
オ

ン
タ
サ
ヒ
ブ
、
デ
ワ
ス
の
両
工
場
に
関
し
て

２
０
１
２
年
1
月
にFDA

と
の
間
で
同
意

協
定
書
を
締
結
し
、
第
一
三
共
と
の
協
働
の

も
と
、
品
質
保
証
の
強
化
と
デ
ー
タ
の
信
頼

性
確
保
に
向
け
た
全
社
的
取
り
組
み
を
推
進

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
最
中
で
生
じ
た
今

回
の
件
を
、
私
は
大
変
重
く
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

当
社
は
現
在
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
と
の
連
携

を
再
構
築
し
、
第
一
三
共
の
社
員
派
遣
な

ど
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
の
支
援
強
化
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
くF

DA

の
懸
念
を

解
消
し
、
同
意
協
定
の
解
除
を
実
現
す
べ

く
、
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご

理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
３
年
11
月

代
表
取
締
役
社
長 

兼 

Ｃ
Ｅ
Ｏ

社長メッセージ

売
上
高

2013年4月〜 9月 連結業績の概要

※
米
国
で
１
８
０
日
間
の
独
占
的
販
売
権
を
有
す
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

第
2
四
半
期
連
結
累
計
期
間（
２
０
１
３
年

4
月
～
9
月
）の
売
上
高
は
、
５
１
６
４
億
円

（
前
年
同
期
比
６
・
７
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

第
一
三
共
グ
ル
ー
プ
で
は
、
抗
潰
瘍
剤
ネ

キ
シ
ウ
ム
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
治

療
剤
メ
マ
リ
ー
、
消
炎
鎮
痛
剤
ロ
キ
ソ
ニ
ン

テ
ー
プ
な
ど
が
伸
長
し
た
結
果
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

事
業
を
含
む
国
内
医
薬
品
事
業
が
前
年
同
期

比
１
６
５
億
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

海
外
事
業
は
76
億
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

571

+334

-239

-77

-33

557

2012年
4月～9月実績

第一三共グループ
売上総利益

ランバクシーグループ
売上総利益

研究開発費

一般管理費

2013年
4月～9月実績

0 200 400 600 800 1,000
（億円）

●	営業利益 増減要因

営
業
利
益

営
業
利
益
は
、
５
５
７
億
円（
前
年
同
期
比

２・
５
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

第
一
三
共
グ
ル
ー
プ
は
、
国
内
外
で
の
増
収

に
伴
い
、
売
上
総
利
益
が
３
３
４
億
円
増
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
、
前
期

の
ア
ト
ル
バ
ス
タ
チ
ン
の
大
き
な
貢
献
が
な
く

な
っ
た
こ
と
で
２
３
９
億
円
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

研
究
開
発
費
は

７７
億
円
増
、
一
般
管
理
費

は
３３
億
円
増
と
い
ず
れ
も
減
益
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
円
安
に
よ
る
押
し
上
げ
と
経
費
抑

制
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。
以
上
に
よ
り
、
営
業

利
益
は

１４
億
円
の
減
益
と
な
り
ま
し
た
。

4,200 4,400 4,600 4,800 5,000 5,200

4,842

+165

+76

-289

5,164

-39

+410

2012年
4月～9月実績

国内医薬  
（OTC含む）

海外事業

ランバクシー

為替  
（USD、EUR、INR）

その他

2013年
4月～9月実績

（億円）

●	売上高 増減要因

一
方
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、

米
国
で
発
売
し
たFTF

品
※
―
―
特
に
、
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
治
療
剤
ア
ト
ル
バ
ス
タ
チ
ン

後
発
品
の
独
占
販
売
が
貢
献
し
た
前
年
同
期

に
比
し
、
２
８
９
億
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
為
替
に
お
け
る
円
安
が
４
１
０
億
円

の
増
収
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
に
よ
り
、
売
上
高
は
３
２
２
億
円
増
収

と
な
り
ま
し
た
。
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経
常
利
益
は
、
４
７
０
億
円（
前
年
同
期
比

５
・
７
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。
ラ
ン
バ
ク
シ
ー

の
ド
ル
建
て
借
入
金
に
関
す
る
為
替
予
約
に
お

い
て
、
ド
ル
高
・
ル
ピ
ー
安
の
局
面
で
評
価
益

が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
営
業
外
収
益
が

２５
億
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
ル
ピ
ー
安

傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
、
為
替
差
損
な
ど

営
業
外
費
用
が

３９
億
円
増
と
、
経
常
利
益
は

２９
億
円
減
益
と
な
り
ま
し
た
。

純
利
益
は
、
３
０
８
億
円（
前
年
同
期
比

２６
・

６
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。
投
資
有
価
証
券
売

却
益
な
ど
の
計
上
に
よ
り
、
特
別
利
益
は
51
億

円
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
欧
州
に
お
け
る
事
業

再
編
関
連
費
用
の
計
上
に
よ
り
、
特
別
損
失

が
５２
億
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
法
人
税
に
つ
い

て
は
、
試
験
研
究
費
に
関
す
る
税
額
控
除
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、

６４
億
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
の
税
引
き
前
純
利
益
が

赤
字
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
連
結
上
で
は

３０
億

円
の
戻
し
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。
以
上
に
よ
り
、

純
利
益
は

６５
億
円
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

売
上
高
は
３
０
０
億
円
上
方
修
正
の
１
兆

１
１
０
０
億
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

第
一
三
共
グ
ル
ー
プ
は
、
米
国
子
会
社
で
あ

る
第
一
三
共Inc.

に
お
い
て
オ
ル
メ
サ
ル
タ
ン

の
売
上
が
当
初
計
画
よ
り
も
上
回
っ
て
推
移
し

て
い
る
こ
と
や
、
円
安
に
伴
う
海
外
子
会
社
売

上
の
増
加
な
ど
を
勘
案
し
て
お
り
ま
す
。

ラ
ン
バ
ク
シ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
従
前
の
12
月

決
算
か
ら
３
月
決
算
へ
の
変
更
に
伴
い
、
当
期

は
２
０
１
４
年
１
月
～
３
月
も
加
え
た
15
カ
月

分
の
業
績
予
想
数
値
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
業

績
予
想
に
は
米
国
に
お
け
るFTF

品
の
売
上
計

画
を
含
め
な
い
こ
と
、
ま
た
、
ル
ピ
ー
・
円
レ
ー

ト
が
前
回
の
業
績
予
想
公
表
時
と
の
比
較
で

５
％
程
度
の
円
高
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
勘
案
し
、
70
億
円
程
度
の
増
収
と
み
て
お

り
ま
す
。

営
業
利
益
は
50
億
円
減
額
修
正
の
１
０
５
０

億
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

収
益
性
の
高
い
米
国
に
お
け
るFTF

品
を
含

ま
な
い
影
響
が
大
き
い
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
研
究
開
発
費
や
一
般
管
理
費
が
増

額
修
正
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ラ
ン

バ
ク
シ
ー
の
追
加
３
カ
月
分
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
要
因
で
す
。
引
き
続
き
全
般
的
な

経
費
抑
制
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

経
常
利
益
は
１
０
０
億
円
減
額
修
正
の
９
０
０

億
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２
０
１
３
年
９
月
末
ま
で
に
発
生

し
た
ラ
ン
バ
ク
シ
ー
の
為
替
差
損
を
織
り
込
ん

で
い
る
た
め
で
す
。

当
期
純
利
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
有
資
産

の
売
却
に
よ
る
特
別
利
益
の
計
上
な
ど
が
今
後

見
込
ま
れ
ま
す
た
め
、
前
回
公
表
値
か
ら
変
更

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

●2013年度通期 修正連結業績予想

2013年度予想
 （7月公表）

2013年度修正予想
（10月公表） 差異

売上高 10,800 11,100 +300

（ランバクシー売上）
(INR/円レート) 　

（2,170）
（1.75）

（2,240）
（1.66）

（+70）

売上原価 3,550 3,760 +210

販売費及び一般管理費 6,150 6,290 +140

研究開発費 1,870 1,910 +40

一般管理費 4,280 4,380 +100

営業利益 1,100 1,050 -50

経常利益 1,000 900 -100

純利益 650 650 0

為替レート
USD/円 95.94 96.93

EUR/円 125.99 130.01

（億円）

経
常
利
益

純
利
益

● 2013年4月〜 9月累計 連結業績 前年同期比較
2012年度
第2四半期

2013年度
第2四半期 前年同期比

売上高 4,842 5,164 +322

（ランバクシー売上）
(INR/円レート) 　

（1,077）
（1.54）

（886）
（1.74）

（-191）

売上原価 1,438 1,665 +227

販売費及び一般管理費 2,833 2,942 +110

研究開発費 872 949 +77

一般管理費 1,961 1,993 +33

営業利益 571 557 -14

経常利益 499 470 -29

純利益 244 308 +65

為替レート
USD/円 79.42 98.86

EUR/円 100.64 130.01

+6.7％

-2.5％

-5.7％

+26.6％

（億円）

2013年度通期 業績予想の修正

売
上
高

営
業
利
益

経
常
利
益
・
当
期
純
利
益

2013年4月〜 9月 連結業績の概要

2012年
4月～9月実績

2013年
4月～9月実績

0 50 100 150 200 250 300 350
（億円）

 

経常利益

特別利益

特別損失

法人税等

少数株主損益

244

-29

+51

-52

+64

+30

308

●	純利益 増減要因

2012年
4月～9月実績

2013年
4月～9月実績

0 100 200 300 400 500 600
（億円）

 

営業利益

営業外収益

営業外費用

499

-14

+25

-39

470

●	経常利益 増減要因
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グ
ロ
ー
バ
ル
製
品
の
市
場
競
争
力
強
化
と

収
益
貢
献
最
大
化

A1 米国では、医薬品や食品の安全性を確保するため、規制当局であるFDA（食品医薬品局）が
製造品質管理基準（GMP）を定めています。2008年9月、ランバクシーのパオンタサヒブ工場、
デワス工場がこのGMPを満たしていないとの警告を受け、両工場が製造した製品の輸入禁止措
置がとられました。パオンタサヒブ工場については、同工場で得られた試験データの信頼性に懸
念があるとされる措置 AIP（Application Integrity Policy）もとられています。

これらの問題解決に向けた協議の結果、2012年1月、ランバクシーとFDAは同意協定書の締
結に至りました。これは、パオンタサヒブ工場・デワス工場を対象に、米国向け輸出における生産
や品質管理のプロセスについて、品質を保証するために必要な対策をとることをランバクシーが
約束したものです。なお、2013年9月にはモハリ工場が米国への輸入禁止措置を受け、同工場
もこの同意協定の対象となりました。

Q1 ランバクシーとFDAの問題についてこれまでの経緯を教えてください。

A2ハードとソフトの両面からデータの信頼性確保と品質保証の強化に
向けた取り組みを継続しております。ハードの面では、製薬工程・包装・
検査といった製造ラインの機械化を高水準で進めるなど、製造設備の更
新・向上と、全拠点を統制する品質管理システムの構築に特に注力して
います。ソフトの面では、ランバクシーが2012年12月に「Quality and 
Patients First」 を新たな全社経営フィロソフィーに定め、人材育成ト
レーニングプログラムや工場における改善活動の実施を通じてその浸透
を図っています。

なお、このたびのモハリ工場の件を受け、当社は現在、ランバクシーとの連携を再構築し、さら
に第一三共の社員を派遣するなど踏み込んだ支援強化を進めております。一日も早くFDAの懸
念を解消し、同意協定の解除を実現するために、量的にも質的にもさらに踏み込んだ取り組みを
当社グループの総力を挙げて一層強化してまいります。

Q2 同意協定書に基づき、
具体的にどのような取り組みをしているのですか？

米
国
の
第
一
三
共Inc.

お
よ
び
欧
州
の
第

一
三
共
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
引
き
続
き
オ
ル
メ

サ
ル
タ
ン
の
伸
長
を
図
り
ま
す
。

米
国
の
ル
イ
ト
ポ
ル
ド
社
は
、
８
月
に
貧
血

治
療
剤
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
フ
ァ
ー
を
発
売
い
た
し

ま
し
た
。
同
社
の
主
力
製
品
に
な
り
得
る
有

力
な
新
製
品
で
あ
り
、
適
応
症
の
拡
大
も
含

め
、
大
型
製
品
へ
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
一
方

で
、
同
社
の
シ
ャ
ー
リ
ー
工
場
がFD

A

よ
り

２
０
１
１
年
９
月
にW

arning Letter

を
受

領
し
た
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
協
議

を
進
め
て
お
り
、
近
い
う
ち
に
解
決
に
向
け
前

進
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ラ
ン
バ
ク
シ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
グ
ル
ー

プ
の
総
力
を
挙
げ
て
成
長
軌
道
の
回
復
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
同
時
に
米
国
に

お
け
るFTF

品
の
確
実
な
発
売
、
ニ
キ
ビ
治
療

剤
ア
ブ
ソ
リ
カ
な
ど
付
加
価
値
の
高
い
製
品
の

伸
長
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
は
、
増
収
増
益
の
確
実
な

達
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
今
般
、
業
績

目
標
を
売
上
高
１
兆
１
１
０
０
億
円（
前
期
比

11
・
２
％
増
）、
営
業
利
益
１
０
５
０
億
円（
前

期
比
４
・
５
％
増
）へ
と
修
正
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
の
目
標
を
ク
リ
ア
し
、
さ
ら
に
上
積
み
で
き

る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

オ
ル
メ
サ
ル
タ
ン
は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お

い
て
ま
だ
ま
だ
拡
大
の
余
地
が
あ
り
、
引
き
続

き
最
大
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
グ
レ
ル・
エ
ド
キ
サ
バ
ン
は
、
２
０
１
３

年
度
に
承
認
申
請
と
い
う
大
き
な
マ
イ
ル
ス

ト
ー
ン
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
エ
ド
キ

サ
バ
ン
に
関
し
て
は
申
請
準
備
を
着
実
に
完
遂

す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
製
品
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
最
大
化
に
向
け
た
営
業
戦
略
構
築
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

日
本
で
近
年
発
売
し
た
新
製
品
群
で
は
、
ネ

キ
シ
ウ
ム
、
メ
マ
リ
ー
、
癌
骨
転
移
治
療
剤
ラ

ン
マ
ー
ク
の
売
上
が
確
実
に
伸
長
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
主
力
製
品
の
オ
ル
メ
テ
ッ
ク
、

ネ
キ
シ
ウ
ム
、
メ
マ
リ
ー
を
収
益
の
柱
へ
と
育

成
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
発
売
し
た
２
型
糖
尿

病
治
療
剤
テ
ネ
リ
ア
、
本
年
発
売
し
た
骨
粗

鬆
症
治
療
剤
プ
ラ
リ
ア
な
ど
の
新
製
品
も
拡
大

さ
せ
る
こ
と
で
、国
内
Ｎ
ｏ
１̇
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
で
の
主
力
製
品
群
の
成
長
と

新
製
品
の
早
期
市
場
浸
透

2013年度 主な経営目標に関する進捗

パオンタサヒブ工場・デワス工場に米国輸入禁止措置2008年9月

パオンタサヒブ工場にAIP 発動2009年2月

FDAと同意協定書締結2012年1月

DOJ（米国司法省）と協議終結2013年5月

モハリ工場に米国輸入禁止措置2013年9月

海
外
事
業
お
よ
び

ラ
ン
バ
ク
シ
ー
の
収
益
最
大
化

増
収
増
益
の
達
成
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●国内主要製品　売上高実績および通期見通し

2012年度
第2四半期

2013年度
第2四半期

2013年度
通期見通し

オルメテック 高血圧症治療剤 376 376 830

レザルタス 高血圧症治療剤 81 90 210

ロキソニン 消炎鎮痛剤 297 307 610

ネキシウム 抗潰瘍剤（プロトンポンプ阻害剤） 44 240 520

クラビット 合成抗菌剤 165 157 350

メマリー アルツハイマー型認知症治療剤 108 144 340

アーチスト 高血圧症治療剤 112 111 220

メバロチン 高コレステロール血症治療剤 133 111 220

オムニパーク 造影剤 102 100 190

ユリーフ 排尿障害治療剤 54 56 120

ランマーク 癌骨転移治療剤 17 34 70

A5 オルメテック以外の主要製品の現状は次の通りです。

Q5 国内主要製品の状況について教えてください。

ネキシウム
優れた酸分泌抑制効果をご評価頂き、長期処方が可能になった2012年10月以降、目覚ま

しい伸長を示しております。2013年度上半期は、プロトンポンプ阻害剤市場全体の伸長率が
10％程度であったのに対し、ネキシウムの売上高は前年同期比5倍以上になりました。現在、
市場でのシェアは18％を超え、トップシェアも視野に入ってまいりました。2013年度500億
円超の売上達成を目標として、アストラゼネカ株式会社とのコ・プロモーションをさらに推進し
てまいります。

メマリー
アルツハイマー型認知症治療剤市場全体の伸長率が10％程度であったのに対し、メマリー

は40%以上伸ばしており、現在市場でのシェアは20％を超えています。さらなる成長のため
にアリセプトとの併用処方獲得推進に加え、いかに多くの未治療の患者さんへの新規処方を獲
得するか、また先生方に処方意義をご理解いただくかなどの活動にもさらに注力いたします。

すでに癌骨転移治療剤市場で40％近いシェアを獲得するに至っております。適正使用の推
進と、カルシウム／天然型ビタミンD3 ／マグネシウム配合剤である「デノタスチュアブル」の発
売により、低カルシウム血症の発生を極力回避できる体制も整いました。引き続き、有効性を訴
求したプロモーションを積極的に展開してまいります。

ランマーク

（億円）

A3 グローバルに事業を展開する当社グループにおいて、財務情報の国際的な比較可能性の向上
や、資金調達手段の多様化を図ることは大変重要です。こうした観点に立ち、現在、当社グルー
プはIFRS（国際会計基準）の適用を視野に入れております。

IFRSにおいては、基本的に本社と連結子会社の決算期の統一が求められることを踏まえ、
今般、ランバクシーは第一三共グループと同様に3月期決算へと変更することを決定しました。

Q3 ランバクシーはなぜ決算期を変更するのですか？

A4
Q4 オルメサルタンの現状について教えてください。

日本国内では、本年6月末をもって販売提携が終了した興和株式会社からの移管がスムーズ
に進み、9月末現在オルメテックは、ARB市場で第2位のシェアを獲得するに至っております。引
き続きARB最強の降圧効果、優れた持続性、低用量から高用量までの幅広い治療選択肢を訴
求することにより、若干未達であった第2四半期までの実績を下半期に取り戻し、年間見通しで
ある830億円の達成を目指します。

米国では上半期、オルメサルタンは想定を上回る販売実績となりました。当初は2012年度
比20％強の売上高下落を見込んでおりましたが、上半期の実績を勘案すれば年間7-8％程度
の下落で収まるものと見込まれます。

欧州では若干の増収を確保できる見通しとなっております。
ASCA※地域では、特に中国、韓国、ブラジル、ベネズエラで販売が伸長しており、引続き増収

を目指します。

●オルメサルタンの売上高推移 （現地通貨ベース）

欧州（単位：EUR Mn）
米国（単位：USD Mn）
日本（単位：億円）

2009年度　実績 2010年度　実績 2011年度　実績 2012年度　実績

オルメサルタン内訳 日本：オルメテック、レザルタス
 米国：ベニカー、ベニカーHCT、エイゾール、トライベンゾール
 欧州：オルメテック、オルメテックプラス、セビカー、セビカーHCT

欧州（単位：EUR Mn）

ASCA他（単位：億円）

日本（単位：億円）

772
1,095
353
131

870
1,102
408
139

944
1,112
468
165

952
1,142
448
207ASCA他（単位：億円）

2013年度　通期見通し

2009年度
実績

2010年度
実績

2011年度
実績

2012年度
実績

2013年度
通期見通し

1,040
1,060
460
240

米国（単位：USD Mn）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

※ Asia, South and Central Americaの略。日米欧を除く国・地域を示す社内用語
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血
栓
症
治
療
薬
に
お
け
る

　
　
　
　
　 

第
一
三
共
の
強
み

第
一
三
共
グ
ル
ー
プ
の
次
代
を
担
う
抗
血
小

板
剤
プ
ラ
ス
グ
レ
ル
と
抗
凝
固
剤
エ
ド
キ
サ
バ

ン
は
、
い
ず
れ
も
血
栓
症
の
治
療
薬（
抗
血
栓

薬
）で
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
血
栓
症
の
種
類
と
そ
の
特

長
、
そ
し
て
プ
ラ
ス
グ
レ
ル
と
エ
ド
キ
サ
バ
ン
の

現
在
の
開
発
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

血
栓
と
は
、
血
液
の
中
の
成
分
が
何
ら
か
の

原
因
で
固
ま
り
、
血
管
内
に
塊
を
形
成
し
た
も

の
で
す
。
通
常
、
時
間
と
と
も
に
血
栓
は
溶
け

て
小
さ
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
溶
解
せ
ず
に
大

き
く
な
っ
た
場
合
、
血
管
が
詰
ま
り
、
そ
の
先

の
部
位
で
血
液
が
不
足（
虚
血
）し
た
り
、
組
織

が
壊
死（
梗
塞
）し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
血
栓
症
で
あ
り
、
そ
の
治
療
に
用
い
ら

れ
る
の
が
抗
血
栓
薬
で
す
。

血
栓
に
は
、
動
脈
血
栓
と
静
脈
血
栓
の
２

種
類
あ
り
ま
す
。
動
脈
と
静
脈
で
は
下
図
の
よ

う
に
血
栓
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
異
な
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
抗
血
栓
薬
を
選
択
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

血
液
の
流
れ
が
速
い
動
脈
内
で
は
、
血
小
板

血
栓
が
作
ら
れ
、
プ
ラ
ス
グ
レ
ル
は
こ
れ
を
阻

害
し
ま
す
。
動
脈
血
栓
の
治
療
で
は
、
ス
テ
ン

ト
な
ど
で
血
管
を
広
げ
る
経
皮
的
冠
動
脈
形

成
術（P

C
I

）が
行
わ
れ
ま
す
が
、
ス
テ
ン
ト
の

留
置
に
伴
い
血
栓
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

血
液
の
流
れ
が
遅
い
静
脈
内
な
ど
で
は
、
血

液
の
凝
固
反
応
が
主
体
と
な
っ
て
フ
ィ
ブ
リ
ン

血
栓
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
過
程
で
エ
ド
キ
サ

バ
ン
は
、
血
栓
形
成
を
阻
害
し
ま
す
。

プラスグレル
プラスグレルは、血小板の凝集を抑制することで血管の狭窄・閉塞を抑制する薬剤です。
本剤は2009年より欧米にて先行して販売しており、PCI後の急性冠症候群（ACS）の治

療薬エフィエントとして、現在世界70カ国以上で承認されています。
本年6月には、PCIを伴う虚血性心疾患の適応で、日本国内における製造販売承認申請を

行いました。今回の申請は、国内において実施したPCIを受ける急性冠症候群患者を対象と
した第３相臨床試験および待機的PCI患者を対象とした第3相臨床試験に基づくものです。

さらに、日本人に多い虚血性脳血管障害患者を対象とした第3相臨床試験を順調に進めて
おり、2015年度に承認申請する予定です。

プラスグレル、エドキサバンの開発状況
抗
血
栓
薬
と
は
？

抗
血
栓
薬
に
は
２
種
類
あ
る

動
脈
血
栓

静
脈
血
栓

【静脈血栓】血流の遅い場所にできる静脈血栓
フィブリン血栓（赤色血栓）

:血小板 : 活性化血小板 : 赤血球 : フィブリン網

【動脈血栓】血流の速い場所にできる動脈血栓
血小板血栓（白色血栓）

動脈血流下（内皮障害など）

血小板活性化

動脈血栓
プラスグレル

静脈血流の停滞

凝固反応主体で血栓形成

静脈血栓
エドキサバン

特 集

エドキサバン
エドキサバンは、静脈や血流の滞った心房内で血液が固まることを抑える薬剤です。
日本では、下肢整形外科手術後（人工膝関節や人工股関節などの置換手術後）の静脈

血栓塞栓症の発症抑制の適応症にて、欧米より先行して、2011年よりリクシアナという製
品名で販売しています。そしてこのたび、世界各国で実施してきた2つの大規模第3相臨
床試験が終了し、その結果が欧米の学会で発表されました。

2013年度中にはVTE、AFの2つの適応に関し、日米欧で承認申請を行う予定です。
製品価値の最大化を目指し、2014年度以降の発売に向けた準備を進めております。

①	静脈血栓塞栓症（VTE）：
	 Hokusai-VTE試験

深 部 静 脈 血 栓 症（DVT）、肺 塞 栓 症（PE）
患者における静脈血栓塞栓症（VTE）、いわゆ
るエコノミークラス症候群などの再発予防に
関するHokusai-VTE試験の結果を9月1日
の欧州心臓病学会において発表し、現在の標
準治療薬であるワルファリンに対して有効性
で非劣性、安全性において優越性を示すこと
ができました。

エドキサバンのエドは「江戸」（東京）に由来します。
日本発の新薬として、グローバル市場で戦っていくという研究者の熱い思いを込めています。

②	心房細動（AF）：
	 ENGAGE AF-TIMI 48試験

心房細動とは不整脈の一種で心筋が興奮し痙
攣を起こした状態になることで、この症状を起こす
と心房内で血液が滞った状態になり、血栓が発生
しやすくなります。心房細動に伴う血栓塞栓症の
予防に関するENGAGE AF–TIMI 48試験を世
界46カ国で約21,000人の患者を対象に実施い
たしました。この結果は、11月19日の米国心臓
協会学術集会において発表されました。
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コーポレートコミュニケーション部お問い合わせ先

03–6225–1125

03–6225–1132

TEL

FAX

〒103–8426　東京都中央区日本橋本町三丁目5番1号　

http://www.daiichisankyo.co.jp/

住 所

WEB

第一三共株式会社（DAIICHI SANKYO COMPANY, LIMITED）

500億円

医薬品等の研究、開発、製造、販売及び輸出入

32,193名（連結）

商 号

資 本 金

事 業 内 容

従 業 員 数

会社概要

持株数（千株） 持株比率（％）

政府及び地方公共団体 0 0.00

金融機関 285,380 40.25

金融商品取引業者 42,924 6.05

その他の法人 44,952 6.34

外国法人等 197,037 27.79

個人その他 133,667 18.85

自己株式 5,049 0.71

所有者別株式分布状況

株主名簿管理人連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL.0120-232-711（通話料無料）

709,011,343株発行済株式の総数

116,814名株 主 数

株式情報

役 員

庄田	 隆

中山	 讓治

荻田	 健
廣川	 和憲
佐藤	 雄紀
坂井　学

平林	 博
石原	 邦夫
金澤	 一郎
杉山	 清次

代表取締役会長

代表取締役社長 兼 CEO

取締役

社外取締役

小池　和夫
千葉　崇

山田　昭雄
石川　重明

常勤監査役

社外監査役

監 査 役取 締 役

（2013年9月30日現在）企 業 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

下記 URLにアクセスいただき、「株主様アンケート」のリンクより
アンケートサイトに入り、ご回答ください。（所要時間は5分程 度です。）

※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

http://www.daiichisankyo.co.jp/ir/information/business_report/index.html

株 主 の 皆 様 の 声 を お 聞 か せ く だ さ い


